
2024.7
N
o.163

中
井
　
勝
司

公式 LINE

7 
July 2024 

No.163

第28回
通常総代会開催



経済担当常務
吉田　　太（全域）

信用・共済担当常務
上総　　学（全域）

副組合長理事
長谷川博司（羽束師）

代表理事組合長
田村　義明（神足）

代表理事専務
 中井　勝司（全域）

理事

第28回通常総代会開催

▲ 挨拶される田村義明組合長

◀ 議長を務める岡 正樹氏

Ｊ
Ａ
京
都
中
央
は
６
月
２０
日
㈭
、第
２８
回
通

常
総
代
会
を
京
都
市
内
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
京
都
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度

も
総
代
参
集
で
開
催
し
ま
し
た
が
、総
代
定
数

５
０
２
名
の
う
ち
欠
員
が
14
名
、実
出
席
者
31

名
、事
前
に
議
決
権
行
使
書
に
議
決
権
行
使
を

頂
い
た
書
面
出
席
4
2
7
名
の
合
計
4
5
8

名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
田
村
義
明
組
合
長
は
、「
昨

今
、変
化
す
る
経
済
情
勢
の
な
か
、
２
０
２
３

年
度
に
お
い
て
当
Ｊ
Ａ
で
は
、第
９
次
経
営
刷

新
３
ヵ
年
計
画
に
あ
る『
持
続
可
能
な
収
益
性
』

と『
将
来
に
わ
た
る
健
全
性
』の
確
保
に
向
け

取
り
組
ん
だ
結
果
、事
業
計
画
を
上
回
る
事
業

利
益
を
確
保
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
組
合
員
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
の
ご
利
用
者
の

皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
の
お
陰
で
あ
る
」と

感
謝
と
御
礼
を
述
べ
た
あ
と
、「
今
後
も
合
併

以
来
言
い
続
け
て
い
る『
健
全
経
営
』『
組
合
員

主
体
の
運
営
』の
基
本
理
念
の
も
と
取
り
組
む

と
と
も
に
今
後
さ
ら
に
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
労
働
力
不
足
が
進
む
な
か
、社
会
変
化
に

的
確
に
対
応
し
つ
つ
、農
業
を
成
長
産
業
と
す

る
に
は
経
営
の
高
度
化
や
生
産
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
２
０
２
４
年
度
は

第
９
次
経
営
刷
新
３
ヵ
年
計
画
の
最
終
年
度

と
し
て
、持
続
可
能
な
組
織
を
目
指
し
て
全
員

で
考
え
、全
員
で
行
動
し
、役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
」と
力
強
く
挨
拶
を
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
議
長
に
海
印
寺
地
区
総
代
の
岡　

正
樹
氏
を
選
出
し
、議
事
に
入
り
ま
し
た
。
第

１
号
議
案【
第
２８
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
案
に
つ
い
て
】、第
２
号
議
案【
第
２９
年
度

事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
】、第
３
号
議
案【
定

款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
】な
ど
６
議
案
が
審
議

さ
れ
、全
議
案
を
原
案
通
り
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
第
６
号
議
案
の
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、投
票
立
会

人
に
玉
川
勝
太
郎
氏（
岩
倉
地
区
総
代
）、奥
田
健
治
氏（
大
原
地

区
総
代
）、山
本
栄
治
氏（
高
雄
地
区
総
代
）を
指
名
し
て
投
票
を

行
い
、３０
名
の
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
体
制
決
ま
る

第
６
号
議
案
の「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」が
承
認
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、新
役
員
に
よ
る
理
事
会
及
び
監
事
会
が
開
催
さ

れ
、代
表
理
事
組
合
長
に
田
村
義
明
氏（
再
任
）、副
組
合
長
理
事

に
長
谷
川
博
司
氏（
新
任
）、代
表
理
事
専
務
に
中
井
勝
司
氏（
新

任
）、信
用
・
共
済
担
当
常
務
理
事
に
上
総 

学
氏（
新
任
）、経
済

担
当
常
務
理
事
に
吉
田 

太
氏（
新
任
）、代
表
監
事
に
小
幡
正
雄

氏（
新
任
）、常
勤
監
事
に
丸
橋
一
弥
氏（
新
任
）を
決
定
致
し
ま

し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。
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山下　康弘
（久世）

西田　誠
（大原野）

中山　忠厚
（向日）

吉田　正幸
（大山崎）

藤井　俊一
（海印寺）

小野　洋史
（乙訓）

理事

山下　貞夫
（久世）

山本　貴之
（向日）

日下部　知史
（高雄）

山本　壽典
（大原）

担い手組織女性組織

五十棲　登代子
（神足）

小田　富久
（西部）

奥村　圭祐
（全域）

梅原　 武
（北部）

丸橋　一弥
（全域）

小幡　正雄
（羽束師）

坂本　朋子
（岩倉）

河﨑　綾子
（大山崎）

代表監事常勤監事監事

物部　　礎
（花脊）

堀内　門重
（市原野）

佐藤　隆夫
（岩倉）

竹島　正信
（向島）

岡井　英夫
（洛南）

安達　章雄
（淀）

田
村
組
合
長
の
就
任
あ
い
さ
つ

中嶋　直己
（向島）

　

本
年
は
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、多
く
の
方
々
が
犠
牲
に

な
ら
れ
、被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
悔
や
み
と

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、こ
の
度
、去
る
６
月
２０
日
開
催
の
第
２８
回
通
常
総
代
会
で
の

役
員
選
任
の
あ
と
、理
事
会
に
お
い
て
、代
表
理
事
組
合
長
に
再
任
さ

れ
、そ
の
重
責
を
拝
命
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が「
２
類
相
当
」か
ら「
５
類
」に
移

行
さ
れ
、経
済
活
動
が
活
性
化
し
て
き
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
が
一
番
関
心
が
あ
る
農
業
分
野
に
お
い
て
は
、資
源
不
足
や
円

安
に
よ
り
肥
料
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、農
業
収
支
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、Ｊ
Ａ
京
都
中
央
に
お
き
ま
し
て
は
、組
合
の
基
本

理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
る「
健
全
経
営
」「
組
合
員
主
体
の
運
営
」を
基

本
に
、地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
は
基
よ
り
、

担
い
手
の
育
成
等
の「
農
業
生
産
の
維
持
拡
大
」と「
地
域
の
活
性
化
」

に
対
す
る
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
と
も
持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
に
尽
力
し
、組
合
員
皆
様
を
は

じ
め
地
域
の
利
用
者
様
か
ら
、一
番
に
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、略
儀
な
が
ら
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。敬具

　
　

令
和
６
年
７
月
吉
日

京
都
中
央
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
組
合
長　
　

田
村　

義
明
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▲収穫したばかりのキャベツ

▲野菜の生育を確認する奥川さん

近
鉄
竹
田
駅
近
く
の
農
家
に
生
ま
れ
育
っ

た
奥
川
正
芳
さ
ん
は
、南
九
州
大
学（
宮
崎
県
）

の
園
芸
学
部
で
農
業
経
済
に
つ
い
て
勉
強
さ

れ
、卒
業
後
は
京
都
市
内
の
卸
売
会
社
に
就
職

さ
れ
ま
し
た
が
、小
さ
い
頃
か
ら
将
来
は
家
業

を
継
ぐ
も
の
と
い
う
強
い
信
念
の
も
と
、
１
年

で
退
職
し
て
祖
父
、父
と
と
も
に
三
世
代
で
農

業
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ

や
ナ
ス
の
露
地
栽
培
を
メ
イ
ン
に
取
り
組
む
傍

ら
、洛
南
支
店
の
青
壮
年
部
の
部
長
も
務
め
て

お
ら
れ
、穏
や
か
な
人
柄
か
ら
地
域
の
農
家
の

方
々
か
ら
も
慕
わ
れ
る
存
在
で
す
。

す
。
夜
に
は
、そ
の
日
の
作
業
内

容
や
使
用
し
た
農
薬
な
ど
に
つ
い

て
業
務
日
誌
に
書
き
込
む
こ
と

を
日
課
と
し
て
お
り
、次
年
度
以

降
の
参
考
と
し
て
い
ま
す
。

―�

他
の
農
家
さ
ん
と
の
交
流
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

地
元
の
農
家
さ
ん
と
は
城
南
宮

の
神
輿
の
集
ま
り
の
中
で
交
流

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ま
た
、

洛
南
支
店
の
青
壮
年
部
や
消
防

団
に
も
所
属
し
て
お
り
、若
い
方

と
の
交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

―�

メ
イ
ン
の
農
作
物
、
栽
培
方

法
、病
害
虫
対
策
な
ど
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

春
は
キ
ャベツ
、夏
は
ナ
ス
、冬
は

ほ
う
れ
ん
草
、ネ
ギ
、畑
菜
と
いっ

た
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
ほ
か
、

水
稲
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―�

栽
培
面
積
、規
模
等
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

竹
田
の
自
宅
近
く
の
ほ
か
、巨

椋
池
干
拓
地
や
城
陽
市
内
に
も

田
畑
を
所
有
し
て
お
り
、全
体
で

１
８
０
アール
に
な
り
ま
す
。

―�

１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
の
時
期
は
、朝

は
６
時
ご
ろ
起
床
し
、午
前
中
に

収
穫
を
終
え
、選
別
を
行
い
、午

後
か
ら
下
鳥
羽
の
集
荷
場
や
京

都
中
央
卸
売
市
場
へ
直
接
作
物

を
持
ち
込
む
よ
う
に
し
て
い
ま

―�

農
業
で
何
か
や
り
方
を
変
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

基
本
的
に
は
父
親
か
ら
受
け

継
い
だ
手
法
を
大
切
に
守
っ
て
い

ま
す
が
、栽
培
し
て
い
る
作
物
の

中
で
新
し
い
品
種
が
出
た
と
き
に

は
試
し
て
み
て
、手
応
え
が
あ
れ

ば
そ
の
品
種
に
切
り
替
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

農
業
の
基
本
は
ー

父
か
ら
受
け
継
い
だ
手
法
で
す
。

大
切
に
守
っ
て
い
ま
す
。
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洛南支店管内

奥
おく

川
がわ

 正
まさ

芳
よし

さん（44）

▲これからはナスの季節です

▲母・洋子さんとキャベツの収穫・選別作業

―��

農
業
に
お
い
て
、取
り
入
れ
て

楽
に
な
っ
た
方
法
や
、ち
ょ
っ

と
し
た
小
技
は
あ
り
ま
す
か
。

肥
料
等
を
保
管
す
る
際
に
、移

動
し
や
す
い
よ
う
に
す
べ
て
パ
レ
ッ

ト
に
乗
せ
て
お
き
、時
期
に
よ
っ

て
使
用
頻
度
の
高
い
も
の
を
手
前

へ
入
れ
替
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、管
理
や
作
業
が
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

―�
年
齢（
年
代
）の
節
目
で
農
業

に
対
し
て
考
え
方
が
変
わ
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

昨
年
、父
親
が
亡
く
な
り
、農

業
に
携
わ
る
の
は
母
親
と
２
人

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、今

後
も
無
理
な
く
続
け
て
い
け
る

よ
う
事
業
の
整
理
を
進
め
る
と

と
も
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
農
作

業
を
効
率
的
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
機
械
化
を
含
め
た

農
業
の
省
力
化
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―�

好
き
な
言
葉
、信
念
、座
右
の

銘
等
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

何
事
に
対
し
て
も「
自
然
体
」

で
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
な

が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

―�

趣
味
や
ス
ト
レ
ス
発
散
方
法

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

何
で
も
よ
く
食
べ
、よ
く
飲
む

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
酒
は
焼
酎

が
好
き
で
、宮
崎
で
通
っ
て
い
た

大
学
の
近
く
の
酒
蔵
で
製
造
さ

れ
て
い
た「
中
々
」
と
い
う
銘
柄

が
、麦
の
味
わ
い
が
と
て
も
強
く

て
お
す
す
め
で
す
。

―��

野
菜
の
好
き
な
食
べ
方
は
あ

り
ま
す
か
。

キ
ャ
ベ
ツ
は
、素
材
そ
の
も
の
の

味
を
楽
し
む
た
め
、千
切
り
に
し

て
何
も
つ
け
ず
に
そ
の
ま
ま
食
べ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―�

い
ま
農
業
に
必
要
な
こ
と
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

今
年
も
全
国
的
に
キ
ャ
ベ
ツ
の

不
作
に
よ
り
価
格
が
高
騰
し
た

と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、

天
候
や
害
虫
等
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
農
作
物
の
価
格
が
安

定
す
る
よ
う
、農
薬
の
改
良
や
農

業
技
術
の
開
発
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

―�

前
号（
５
月
号
）掲
載
の
藤
林
さ

ん
か
ら
の
質
問
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、メ
イ
ン
の
農
作
物
以
外

で
何
か
栽
培
す
る
な
ら
、ど
ん

な
農
作
物
を
作
り
ま
す
か
。

京
野
菜
へ
の
関
心
が
全
国
的
に

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、将
来

的
に
京
都
の
伝
統
野
菜
の
栽
培

に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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ニューストピックス ニューストピックス

▲ 力強くガンバローコールを三唱

▲ 感謝状を受ける職員

５
月
１６
日
、京
都
市
南
区
の
都
ホ
テ
ル
京
都
八
条

で
、
２
０
２
４
年
度
事
業
総
決
起
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
大
会
に
は
役
職
員
２
０
６
人
が
出
席
し
、こ

の
一
年
の
事
業
活
動
方
針
と
目
標
達
成
戦
略
に
つ
い

て
、信
用
部
・
共
済
部
・
経
済
部
の
各
部
長
が
説
明

し
、事
業
目
標
必
達
の
意
志
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
２
０
２
４
年
度
新
採
用
職
員
１１
人
が
壇

上
に
上
が
り
、自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て

田
村
組
合
長
が「
組
合
員
や
利
用
者
の
方
に
寄
り
添

い
、安
心
と
満
足
の
提
供
こ
そ
が
お
客
様
と
の
接
点

づ
く
り
に
な
り
関
係
強
化
に
つ
な
が
って
い
く
。
そ
う

し
た
中
、目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
ん
だ
成
果
が
表

彰
に
結
び
付
い
た
」
と
表
彰

者
へ
労
を
ね
ぎ
ら
い
、「
今
回

表
彰
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

支
店
も
今
年
度
も
目
標
達

成
に
向
け
支
店
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
も
う
」
と
激
励
の

言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

各
事
業
ご
と
に
表
彰
式
を

行
っ
た
あ
と
、窓
口
リ
ー
ダ
ー
、

渉
外
リ
ー
ダ
ー
、エ
リ
ア
リ
ー

ダ
ー
が
壇
上
に
上
が
り
、「
ガ

ン
バ
ロ
ー
コ
ー
ル
」で
、今
年
度

の
事
業
目
標
必
達
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度

事
業
総
決
起
大
会
を
開
催

岩
倉
支
店
は
令
和
６
年
５
月
２３
日
、

特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
止
し
た

と
し
て
、南
晃
行
支
店
長
、福
原
千
里

副
支
店
長
、中
坊
久
乃
職
員
が
下
鴨
署

か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

去
る
３
月
１３
日
に
支
店
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

コ
ー
ナ
ー
で
携
帯
電
話
を
し
な
が
ら
長

い
時
間
操
作
し
て
い
る
高
齢
の
お
客

様
が
お
ら
れ
る
こ
と
に
福
原
副
支
店

長
が
気
付
き
、中
坊
職
員
が
声
掛
け
を

し
、支
店
長
が
ロ
ビ
ー
で
説
得
を
し
て

警
察
に
連
絡
し
被
害
を
防
ぎ
ま
し
た
。　

Ｊ
Ａ
で
は
最
近
多
発
す
る
特
殊
詐

欺
の
防
止
に
向
け
て
外
務
活
動
は
も
と

よ
り
窓
口
対
応
時
に
お
い
て
も
異
常
を

感
じ
た
場
合
は
、積
極
的
な
声
掛
け
を

行
う
こ
と
に
よ
り
未
然
に
組
合
員
・
地

域
の
皆
様

の
被
害
防

止
に
寄
与

で
き
る
よ

う
取
り
組

み
を
進
め

て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
を
防
ぎ

感
謝
状

2023年度　優績表彰者
▼
支
店
表
彰

［
総
合
表
彰
］

1　

位
…
海
印
寺
支
店

敢
闘
賞
…
羽
束
師
支
店

［
年
金
伸
び
率
］

1　

位
…
海
印
寺
支
店

2　

位
…
向
島
支
店

▼
個
人
表
彰

［
貯
金
の
部
］

総
合
表
彰

１　

位
…
平
野　

正
大（
久
世
支
店
）

２　

位
…
鳥
居　

謙
太（
神
足
支
店
）

３　

位
…
山
田　

尚
義（
海
印
寺
支
店
）

敢
闘
賞
…
斉
藤　

敬
介（
洛
南
支
店
竹
田
出
張
所
）

敢
闘
賞
…
能
勢　

拓
弥（
久
世
支
店
）

［
貸
出
金
の
部
］

総
合
表
彰

１　

位
…
原
田　

健
三（
岩
倉
支
店
）

２　

位
…
石
浦　

太
樹（
向
島
支
店
）

３　

位
…
吉
澤　

友
浩（
羽
束
師
支
店
）

敢
闘
賞
…
松
尾　

拓
郎（
羽
束
師
支
店
）

［
貯
金
の
部
］

総
合
表
彰

敢
闘
賞
…
羽
束
師
支
店

敢
闘
賞
…
高
雄
支
店

部
門
表
彰　

年
金

１　

位
…
山
本　

理
奈（
向
島
支
店
）

２　

位
…
深
尾　

樹
里（
大
原
野
支
店
）

３　

位
…
大
谷　

桃
香（
海
印
寺
支
店
）

Ｊ
Ａ
カ
ー
ド

１　

位
…
小
西　

祐
未（
岩
倉
支
店
）

２　

位
…
松
魚　

珠
美（
岩
倉
支
店
）

３　

位
…
永
井
由
実
子（
洛
南
支
店
）

▼
支
店
表
彰

1　

位
…
海
印
寺
支
店

2　

位
…
向
島
支
店

▼
L
A
表
彰

1　

位
…
森
井　

達
也
(向
島
支
店
)

2　

位
…
橋
本　

翔
伍
(向
日
支
店
)

敢
闘
賞
…
今
崎　

裕
貴（
久
世
支
店
）

▼
L
A
自
動
車
共
済

１　

位
…
四
方　

和
子
(高
雄
支
店
)

２　

位
…
河
邉　

光
希
(海
印
寺
支
店
)

３　

位
…
今
堀　

貴
司
(大
山
崎
支
店
)

4　
位
…
原
田　

健
三
(岩
倉
支
店
)

5　
位
…
斉
藤　

敬
介
(洛
南
支
店
竹
田
出
張
所
)

▼
L
A
自
動
車
見
積
も
り
C
P
表
彰

１　

位
…
竹
知　

憲
彦
(淀
支
店
)

▼
L
A
共
済
金
請
求
手
続
き
C
P
表
彰

１　

位
…
吉
澤　

友
浩
(羽
束
師
支
店
)

▼
L
A
we
b
マ
イ
ペ
ー
ジ
登
録
C
P
表
彰

１　

位
…
蔭
山　

晋
伍（
向
日
支
店
）

▼
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
表
彰

１　

位
…
西
村
真
理
子
(洛
南
支
店
)

２　

位
…
竹
村　

友
理
(向
島
支
店
)

３　

位
…
竹
原　

美
紗（
淀
支
店
）

鳥
居　

謙
太（
神
足
支
店
）

平
野　

正
大（
久
世
支
店
）

下
仲　

亮
介（
乙
訓
支
店
）

鳥
居
め
ぐ
み（
神
足
支
店
）

山
下　
　
渚（
大
原
野
支
店
）

共
済
部
門

信 

用
・
共 

済

全
共
連
京
都
府
本
部
長
表
彰

全
農
京
都
府
本
部
長
表
彰

経
　
済

信
用
部
門

総
合
達
成

河
邉　

光
希（
海
印
寺
支
店
）

支
店
敢
闘
表
彰

敢
闘
賞
…
淀
支
店
・
洛
南
支
店

努
力
賞
…
羽
束
師
支
店
・
向
島
支
店

個
人
優
績
者
表
彰

敢
闘
賞
…�

安
原　

裕
貴（
経
済
部�

農
機
課
）

冨
阪　

正
彦（
経
済
部�

農
機
課
）

畑　
　

宏
治（
経
済
部�

農
機
課
）�

髙
橋　
　

博（
西
南
部
経
済
セ
ン
タ
ー
）

原
田　

崇
広（
西
南
部
経
済
セ
ン
タ
ー
）

桒
生　

信
二（
経
済
部�

農
機
課
）

福
田　

恵
太（
経
済
部�

農
機
課
）

白
川　

博
紀（
西
南
部
経
済
セ
ン
タ
ー
）

舟
岡　

昂
志（
西
南
部
経
済
セ
ン
タ
ー
）

※
部
署
は
2
0
2
3
年
度
に
お
け
る
部
署
と
な
り
ま
す
。
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令
和
６
年
４
月
２４
日
、
年
金
友
の
会
会
長

会
議
を
本
店
で
開
催
し
ま
し
た
。

１０
支
部
の
会
長
が
出
席
し
、令
和
５
年
度
の

会
計
報
告
、活
動
報
告
を
承
認
し
、令
和
６
年
度

の
活
動
計
画
を
審
議
し
ま
し
た
。
岡
本
弥
一
郎
本

部
会
長
は「
過
去
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
活
動

は
自
粛
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
活
動

を
広
げ
て
い
き
会
員
相
互
の
健
康
増
進
に
つ

な
が
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
ま

た
、
本
部
役

員
の
改
選
が

あ
り
引
き
続

き
岡
本
会
長

が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

高
雄
支
店
の
新
築
工
事
の
地
鎮
祭
を
５
月
９
日
、建
設

予
定
地
で
行
い
ま
し
た
。

地
元
、平
岡
八
幡
宮
の
佐
々
木
俊
輔
宮
司
を
斎
主
と
し

て
神
事
を
行
い
、役
員
、施
工
関
係
者
な
ど
１７
人
が
出
席

し
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

本
年
１２
月
２３
日
か
ら
現
在
の
高
雄
支
店
か
ら
約

３
０
０
㍍
南
東
に
新
築
し
た
店
舗
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

地
鎮
之
儀
で
は
、田
村
組
合
長
が
く
わ
入
れ
を
行
い
、

施
行
管
理
者
と
し
て
Ｊ
Ａ
全
農
京
都
府
本
部
の
田
川
弘

美
副
本
部
長
が
鎌
入
れ
、施
工
業
者
の
㈱
ミ
ラ
ノ
工
務

店
の
小
﨑
学
代
表
取
締
役
社
長
が
す
き
入
れ
を
務
め
ま

し
た
。

田
村
組
合
長
は「
地
鎮
祭
を
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

工
事
の
安

全
と
完
成

を
心
よ
り

祈
念
し
て

い
ま
す
」と

挨
拶
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
京
都
中
央
は
６
月
１０
日
㈪
の
海
印
寺
支
店
を

皮
切
り
に
６
月
１４
日
㈮
ま
で
に
７
会
場
で
、地
区
別
総

代
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
懇
談
会
は
６
月
２０
日
㈭
の
総
代
会
で
の
議
案
の
説

明
と
意
志
疎
通
を
目
的
と
し
て
、地
域
選
出
総
代
や
地
域

運
営
協
議
会
役
員
等
の
出
席
の
も
と
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
か
ら
は
、組
合
長
、専
務
、常
務
等
の
役
員
が
出
席

し
、
２
０
２
３
年
度
の
事
業
報
告
や
２
０
２
４
年
度
の
事

業
計
画（
案
）な
ど
の
総
代
会
で
の
各
議
案
に
つ
い
て
、説

明
を
行
う
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
運
営
に
対
す
る
協
力
の
お
礼

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た

方
か
ら
は
、鳥
獣

被
害
が
見
ら
れ

る
な
か
予
防
等

の
Ｊ
Ａ
の
対
策

や
年
金
友
の
会
へ

の
活
動
支
援
に

つ
い
て
等
の
様
々

な
意
見
や
Ｊ
Ａ
の

運
営
に
対
す
る

要
望
等
に
関
し

て
活
発
に
意
見

交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

年
金
友
の
会

会
長
会
議
を
開
催

高
雄
支
店
新
築
へ
地
鎮
祭

総
代
懇
談
会
開
催　

▲ 挨拶される岡本本部会長

▲ くわ入れを行う田村組合長と佐々木宮司

▲ 熱心に聞き入る出席者の皆さん（写真は向日会場）
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▲ 年間総合表彰店舗部門 第３位の羽束師支店（右端）

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
京
都
主
催
の

「
２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

京
都
推
進
大
会
」が
５
月
１７
日

に
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

で
開
催
さ
れ
、「
Ｊ
Ａ‐１
グ
ラ

ン
プ
リ
２
０
２
３
」の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
は
２
０
２
３
年
度
府

内
Ｊ
Ａ
８７
店
舗
を
対
象
に
、優

秀
な
成
績
を
収
め
た
店
舗
と

府
内
渉
外
担
当
者
１
５
２
名
の

中
か
ら
優
績
担
当
者
が
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
さ
れ
、Ｊ
Ａ
京
都
中

央
か
ら
は
次
の
店
舗
や
渉
外
担

当
者
が
見
事
受
賞
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
京
都
主
催
の「
２
０
２
４
年
度
恒
常

推
進
担
当
者
・
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
大
会
」が
５
月

２９
日
に
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
さ
れ
、

「
２
０
２
３
年
度
優
績
恒
常
推
進
担
当
者
」の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
賞
は
、府
内
Ｊ
Ａ
の
Ｌ
Ａ（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

２
４
４
名
の
中
か
ら
２
０
２
３
年
度
普
及
推
進
活
動
に
お

い
て
、優
秀
な
成
績
を
収
め
た
Ｌ
Ａ
を
称
え
る
も
の
で
す
。

Ｊ
Ａ
京
都
中
央
か
ら
は
、次
の
Ｌ
Ａ
が
見
事
受
賞
し

ま
し
た
。

丸
橋　

一
弥　

総
務
企
画
部
部
長

上
総　
　

学　

共
済
部
部
長

吉
田　
　

太　

経
済
部
部
長

Ｊ
Ａ‐１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
３ 

結
果
発
表

２
０
２
３
年
度

優
績
恒
常
推
進
担
当
者
表
彰
結
果

人
事
異
動 

（　

）内
は
旧
部
署

　
　
　

―
― 

６
月
２１
日
付 

―
―

退
職
者

　
（
６
月
２０
日
付
役
員
就
任
）

▽
年
間
総
合
表
彰

『
店
舗
部
門
』

 　

第
３
位 

羽
束
師
支
店　

『
複
合
・
総
合
渉
外
担
当
者
部
門
』

　

第
３
位 

鳥
居　

謙
太（
神
足
支
店
）

　

第
５
位 

原
田　

健
三（
岩
倉
支
店
）

『
ロ
ー
ン
専
任
担
当
者
部
門
』

　

第
３
位 

石
上　

綾
乃

　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

▽
全
国
本
部
表
彰 

【
優
績
表
彰
】

　

森
井　

達
也（
向
島
支
店
）

　

今
崎　

裕
貴（
久
世
支
店
）

▽
京
都
府
本
部
年
間
優
績
者
表
彰 

【
優
績
表
彰
】

　

斉
藤　

敬
介（
洛
南
支
店 

竹
田
出
張
所
）

　

橋
本　

翔
伍（
向
日
支
店
）

　

今
堀　

貴
司（
大
山
崎
支
店
）

【
優
績
表
彰（
新
任
）】

　

河
邉　

光
希（
海
印
寺
支
店
）

　

石
浦　

太
樹（
向
島
支
店
）　

▽
部
門
別
新
規
契
約
優
績
表
彰

【
生
命
共
済
の
部
】

　

平
野　

正
大（
久
世
支
店
）

【
認
知
症
共
済
の
部
】

　

森
井　

達
也（
向
島
支
店
）

【
が
ん
共
済
・
医
療
系
共
済
の
部
】

　

森
井　

達
也（
向
島
支
店
）

▽
年
間
推
進
項
目
表
彰

『
住
宅
ロ
ー
ン
実
行
件
数
部
門
』

　

第
１
位 

原
田　

健
三（
岩
倉
支
店
）

　

第
３
位 

吉
澤　

友
浩（
羽
束
師
支
店
）

　

第
３
位 

松
尾　

拓
郎（
羽
束
師
支
店
）

　

第
３
位 

舟
木　

洋
人（
大
原
野
支
店
）

　

第
３
位 

橋
本　
嵩
之（
岩
倉
支
店
）

『
小
口
ロ
ー
ン
実
行
件
数
部
門
』

　

第
３
位 

鳥
居　
謙
太（
神
足
支
店
）

※
部
署
は
2
0
2
3
年
度
に
お
け
る
部
署
と
な
り
ま
す
。

※部署は2023年度における部署となります。

田
平　

昭
彦

監
査
室
室
長

（
監
査
室
室
長
代
理
）

香
山　

利
之

総
務
企
画
部
部
長

（
総
務
企
画
部
次
長
）

越
智　
　

崇　

共
済
部
部
長　

（
共
済
部
次
長
）

中
野　

信
也　

経
済
部
部
長　

（
経
済
部
次
長
）
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▲ 植え付けをする女性部員

▲ 健康体操を教わる部員

▲ 羽束師神社の掃除ボランティアをしている部員

羽
束
師
支
店
女
性
部
は
毎
年
５
月
に
管
内
に

あ
る
羽
束
師
神
社
を
部
員
有
志
で
清
掃
を
し
て

い
ま
す
。

羽
束
師
神
社
は
菅
原
道
真
公
が
筑
紫
へ
左
遷

さ
れ
る
折
、参
詣
さ
れ
た
と
い
う
菅
原
道
真
公

ゆ
か
り
の
神
社
で
毎
年
５
月
に
祭
り
が
行
わ
れ

る
た
め
、そ
の
前
に
神
社
の
掃
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
１２
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
小
幡
敦
子
部
長
は「
こ
れ
で
巡
行
の

準
備
が
で
き
た
。
心
ま
で
洗
わ
れ
る
思
い
が
し

ま
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

岩
倉
支
店
女
性
部
市
原
野
支
部
は
、
５
月
２６

日
に
部
員
を
対
象
に
近
隣
の
畑
を
借
用
し
て
さ

つ
ま
い
も
の
苗
植
え
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。
１７

人
の
部
員
が
参
加
し
、
１
２
０
本
の
な
る
と
金
時

を
植
え
ま
し
た
。

増
田
こ
い
し
支
部
長
は
、「
秋
の
収
穫
ま
で
部

員
が
交
代
で
お
世
話

を
し
て
い
き
ま
す
。

収
穫
時
に
は
ま
た
部

員
が
集
ま
っ
て
収
穫

を
し
ま
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

洛
南
支
店
女
性
部
は
、
５
月
２０
日
、支
店
会
議
室

で
伏
見
区
役
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
講
師
を
迎
え
、

健
康
づ
く
り
出
前
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
２４
人
の

部
員
が
参
加
し
、女
性
の
病
気
や
生
活
習
慣
病
予
防

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

乳
が
ん
模
型
に
実
際
に
触
れ
て
み
た
り
興
味
深
い

研
修
と
な
り
ま
し
た
。
軽
い
健
康
体
操
も
教
わ
り
、城

内
維
子
部
長
は「
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、定
期

健
診
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

羽
束
師
神
社

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

◆
羽
束
師
支
店

◆
岩
倉
支
店

◆
洛
南
支
店

5/10

さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
体
験

5/26

健
康
づ
く
り
出
前
教
室
を
開
催

5/20
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農福連携を推進
６
月
６
日
、経
済
部
営
農
販
売
課
は
、農
福
連
携
の
取
組

を
推
進
す
る
た
め
説
明
会
を
本
店
で
開
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
よ
り
、新
た
な
品
目
導
入
に
よ
る
生
産
振
興

と
し
て
、「
京
お
く
ら
」の
産
地
化
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
京
都
市
に
よ
る「
農
福
連
携
に
取
り
組
む
農

林
業
者
支
援
事
業
」を
活
用
し
、特
産
品
の「
京
お
く
ら
」の

袋
詰
め
作
業
を
福
祉
事
業
所
に
作
業
委
託
を
行
い
、労
働
力

不
足
の
解
消
に
つ
な
が
っ
た
優
良
事
例
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
４
年
は
、京
都
府
に
お
い
て
も「
農
林
水
産
業
労
働

力
確
保
対
策
事
業
」が
創
設
さ
れ
、農
業
者
への
農
福
連
携
な

ど
に
よ
る
労
働
力
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
、福
祉
事
業
所
の
職
員
を
対
象
に
農
業
生
産
現
場
で

の
労
働
力
不
足
の
解
消
を
図
る
こ
と
や
、「
京
お
く
ら
」の
選

別
や
袋
詰
め
作
業
の
請
負
を
検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。「
京
お
く
ら
」の
選
別
か
ら
袋
詰
め
作
業

に
お
け
る
方
法
な
ど
を
実
演
し
、作
業
請
負
内
容
を
学
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、京
都
乙
訓
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
清
水
里
紗

さ
ん
が
福
祉
事
業
所
向
け
に
作
成
し
た
選
別
・
調
製
作
業
に

お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ルマニュア
ル
の
説
明
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、「
京
お
く
ら
」
生
産
者
６
人
を
は
じ
め
、京
都
乙

訓
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、京
都
府
障
害
者
支
援
課
、京

都
府
山
城
北
保
健
所
福
祉
課
、京
都
市
産
業
観
光
局
農
林

振
興
室 

農
林
企
画
課
、北
部
・
南
部
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、

京
都
市
保
健
福
祉
局
障
害
保
健
福
祉
推
進
室
、特
定
非
営

利
活
動
法
人 

京
都
ほ
っ
と
は
あ
と
セ
ン
タ
ー
、福
祉
事
業
所
、

Ｊ
Ａ
の
職
員
ら
５１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
、参
加
し
た
福
祉
事
業
所
か
ら
の
対
応
可
能
な
作
業

請
負
を
生
産
者
と
関
係
機
関
含
め
調
整
し
、農
業
生
産
現
場

で
の
労
働
力
不
足
解
消
に
向
け
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「京おくら」出荷目合わせ会
経
済
部
営
農
販
売
課
は
、
６
月
１８
日
、出
荷
を
目
前
に
控
え
、本
店

で
、栽
培
技
術
の
向
上
や
生
産
者
相
互
の
交
流
、出
荷
規
格
の
統
一
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
京
お
く
ら
」の
目
合
わ
せ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

目
合
わ
せ
会
で
は
、全
農
京
都
府
本
部
農
畜
産
部
園
芸
課
の
和
田
直

樹
担
当
か
ら
青
果
物
と
他
産
地
の
情
勢
報
告
が
あ
り
、京
都
青
果
合
同

株
式
会
社
、京
都
南
部
青
果
株
式
会
社
よ
り
出
荷
調
製
時
の
注
意
点
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
乙
訓
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、病
害
虫
防
除
対
策
や

農
福
連
携
に
よ
る
労
働
力
支
援
に
つい
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
２
０
２
４
年
度
実
施
す
る
販
売
促
進
会
な
ど
の

計
画
と「
令
和
６
年
度
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
緊
急
対
策
交
付
金

（
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
へ
の
転
換
サ
ポ
ー
ト
）」
事
業
と
京
都
市
に
よ
る

「
京
の
グ
リ
ー
ン
農
業
推
進
事
業
補
助
金
」を
活
用
し
て
生
産
拡
大
を
図

る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、京
都
市
、全
農
京
都
府
本
部
、Ｊ
Ａ
と
株
式
会

社
ミ
ツ
カ
ン
と
の
事
業
連
携
に
よ
る
取
組
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、今

年
は
、「
京
お
く
ら
」出
荷
袋
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印
字
し
、ミ
ツ
カ
ン
コ
ラ
ボ

レ
シ
ピ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
って
い
ま
す
。

当
日
は
、生
産
者
の
ほ
か
関
係
者
４３
人
が
参
加
し
、生
産
者
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た「
京
お
く
ら
」の
出
荷
規
格
の
目
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、参
加

者
で
規
格
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲ 規格を説明する職員

▲ 袋詰め作業の手順を学ぶ参加者▲ 京おくらの栽培について説明する営農販売課の職員
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「京おくら」の生育状況を確認

出
穂
期
以
降
の

水
管
理

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
に

注
意

経
済
部
営
農
販
売
課
で
は
、

５
月
３０
日
、今
季
の
栽
培
が
始

ま
っ
た「
京
お
く
ら
」の
生
育

状
況
の
ほ
場
巡
回
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
は
、
４
月
上
旬
か
ら
の

夜
温
が
低
い
状
況
な
ど
、播
種

後
の
生
育
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

今
回
は
、異
常
気
象
が
生
育

に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る

か
な
ど
と
、病
害
虫
の
発
生
有

無
な
ど
の
確
認
を
行
い
、出
荷

計
画
を
策
定
す
る
目
的
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、京
都
乙
訓
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
、京
都
市
産

業
観
光
局
農
林
振
興
室
農
林
企

画
課
、Ｊ
Ａ
職
員
ら
１３
人
が
生

産
者
の
各
ほ
場
の
生
育
状
況
を

調
査
し
ま
し
た
。

今
回
、生
育
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、各
ほ
場
と
も
順

調
に
生
育
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
、生
育
状
況
の
確
認
を

重
ね
、出
荷
目
合
わ
せ
会
に
よ

り
規
格
の
統
一
な
ど
を
行
い
、

市
場
を
通
じ
て
６
月
下
旬
頃
か

ら
量
販
店
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

▲ 京おくらほ場を巡回調査する関係機関の職員 ▲

（
京
都
府
京
都
乙
訓
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
寄
稿
）

■
出
穂
期
～
開
花
期　
　
　
　
　
　
　

穂
ば
ら
み
期
か
ら
出
穂
・
開
花
期
ま
で

は
、イ
ネ
が
最
も
水
を
必
要
と
す
る
時
期

で
す
。
こ
の
時
期
に
水
が
不
足
す
る
と
、穂

が
出
に
く
く
な
っ
た
り
、途
中
で
出
穂
が
止

ま
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
湛
水

管
理
を
行
い
、水
田
内
の
水
を
絶
や
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
登
熟
期

開
花
後
は
根
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め

に
、湛
水
と
落
水
を
数
日
ご
と
に
繰
り
返
す
、

間
断
か
ん
が
い
を
基
本
と
し
ま
す
。

■
気
温
が
高
い
日
が
続
く
場
合

登
熟
期
の
水
管
理
は
間
断
か
ん
が
い
を

基
本
と
し
ま
す
が
、高
温
時
は
、粒
の
充
実

が
悪
く
な
り
、乳
白
な
ど
の
未
熟
粒
が
多
発

す
る
ほ
か
、収
穫
時
の
穀
粒
水
分
が
低
下

し
て
胴
割
れ
米
が
発
生
す
る
た
め
、飽
水

管
理（
土
壌
を
常
に
湿
潤
状
態
に
保
つ
水
管

理
）を
検
討
し
ま
す
。
地
温
の
上
昇
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、水
温
が
低
い
夜
間
の
入
水
や

掛
け
流
し
に
よ
り
地
温
の
低
下
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■
落
水

早
期
落
水
は
胴
割
れ
米
の
発
生
を
助
長

す
る
た
め
、収
穫
１
週
間
前
ま
で
は
間
断
か

ん
が
い
を
継
続
し
ま
す
。

■
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
と
は

体
長
１２
～
１３
㎜
の
茶
褐
色
の
カ
メ
ム
シ

で
、斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
一
種
で
す
。
か

つ
て
は
、斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
主
要
種
で

し
た
が
、
１
９
６
０
年
代
以
降
、発
生
量
が

減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、イ
ネ
カ
メ

ム
シ
の
発
生
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

■
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
被
害

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
、基
部
斑
点
米
を
発
生

さ
せ
る
他
、出
穂
期
に
籾
の
基
部
を
加
害
す

る
こ
と
に
よ
り
、不
稔
籾
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

適
期
の
防
除
が
実
施
さ
れ
ず
、発
生
量
が
多

い
場
合
は
、大
幅
な
減
収
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

■
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
防
除

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
イ
ネ
科
雑
草
に
寄
生

し
な
い
た
め
、畦
畔
の
草
刈
り
を
行
っ
た
ほ

場
で
も
多
発
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
イ

ネ
カ
メ
ム
シ
は
他
の
主
要
な
斑
点
米
カ
メ

ム
シ
類
と
異
な
り
、
出
穂
直
後
の
穂
を

吸
汁
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、

穂
揃
い
期
以

降
で
は
な
く

出
穂
期
に
防

除
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
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第５回 田んぼラグビー開かれる

食品ロス削減に向け食べ方提案による特産品ＰＲ

酒造用原料用米「京の輝き」の生育調査

Ｊ
Ａ
で
は
、京
都
市
、株
式
会
社
Ｍ
ｉ
ｚ
ｋ
ａ
ｎ
、

全
農
京
都
府
本
部
と
連
携
し
、野
菜
を
無
駄
な
く
お
い

し
く
食
べ
つ
く
す「
も
っ
た
い
菜
漬
け
Ⓡ
」（
ピ
ク
ル
ス
）

レ
シ
ピ
を
作
成
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
食
品

ロ
ス
削
減
に
向
け
た
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

４
年
目
と
な
る
今
年
は
、短
時
間
で
作
れ
る
ク
イ
ッ

ク
ピ
ク
ル
ス
な
ど
、野
菜
を
手
軽
に
お
い
し
く
食
べ
つ

く
す
新
た
な
ピ
ク
ル
ス
レ
シ
ピ
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
ピ
ク
ル
ス
レ
シ
ピ
は
、食

品
ロ
ス
削
減
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子

「
も
っ
た
い
菜
漬
け
Ⓡ
」レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
と
し
て
、ス
ー

パ
ー
や
京
都
市
役
所
、各
区
役
所
、Ｊ
Ａ
の
各
支
店
や

経
済
セ
ン
タ
ー
で
提
示
、配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
月
２２
日
か
ら
８
月
３１
日
ま
で
の
期
間
は
、

全
農
京
都
府
本
部
が
運
営
す
る
飲
食
店「
み
の
る
ダ
イ

ニ
ン
グ
京
都
ポ
ル
タ
店
」で
同
レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
か
ら
選

定
し
た
、キ
ャ
ベ
ツ
、き
ゅ
う
り
、「
京
お
く
ら
」等
の

メ
ニ
ュ
ー
を
各
１
品
以
上
ア
レ
ン
ジ
し
て
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。

６
月
１１
日
、経
済
部
営
農
販
売
課
で
は
、京
都

市
の
最
北
端
地
域
と
な
る
左
京
区
久
多
地
域
で

２
０
２
２
年
か
ら
新
た
に
栽
培
を
開
始
し
た
京

都
限
定
の
酒
造
用
原
料
米「
京
の
輝
き
」栽
培
ほ

場
で
生
育
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
産
の「
京
の
輝
き
」は
昨
年
に
引

き
続
き
、
１·
３
ヘクタール
を
作
付
さ
れ
て
い
ま
す
。　　

前
年
に
比
べ
気
温
も
低
く
影
響
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、順
調
に
生
育
し
て
い
ま
し
た
。

岩
倉
支
店
管
内
の
久
多
地
域
は
、京
都
市
最

北
端
の
山
間
地
で
冷
涼
な
気
候
が
特
徴
で
、高

品
質
な
産
米
生
産
が
可
能
な
地
域
で
す
。

同
地
域
で
の
２
０
２
４
年
産
米
は
、
６·

２
トン

の
収
穫
を
見
込
ん
で
お
り
、全
量
、全
農
京
都
を

通
じ
て
大
手
の
酒
造
用
原
料
米
需
要
者
に
販
売

さ
れ
る
予
定
で
す
。

向
島
支
店
管
内
に
あ
る
水
田
で
、
６
月
１６
日
、京

都
向
島
田
ん
ぼ
ラ
グ
ビ
ー
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ

る「
第
５
回
田
ん
ぼ
ラ
グ
ビ
ー
i
n
京
都
・
向
島
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

性
別
・
世
代
を
超
え
た
仲
間
が
田
ん
ぼ
ラ
グ
ビ
ー

を
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
通
じ
て
絆
を
深
め
、地
域
の

歴
史
や
自
然
の
恵
み
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、３０
チ
ー
ム
、
３
１
９
人
の
参
加
申
込
み

が
あ
り
、
４
人
１
チ
ー
ム
で
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
職
員
か
ら
も
ラ
グ
ビ
ー
経
験
者
な
ど
で
特

別
編
成
さ
れ
た
選
抜
チ
ー
ム
７
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
ラ
グ
ビ
ー
の
会
場
と
な
っ
た
水
田
３０
アール
は
、

終
了
後
、田
植
え
が
行
わ
れ「
田
ん
ぼ
ラ
グ
ビ
ー
米
」

と
し
て
秋
に
収
穫
体
験
の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

▲ 「もったい菜漬け®」レシピブック

▲ 京の輝きほ場を調査する営農販売課職員

▲ JA職員チームと対戦した「月の桂＆Miss SAKE」チーム 
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▲ 京都市長賞
原田亮平さん（向島）

「ヒマワリ（スマイルラッシュ）」

▲厳正に行われた審査

▲ 近畿花き振興協議会長賞
月本雅治さん（洛南）

「バラ（サムライスプレー）」

▲ 京都市長賞
吉川耕平さん（洛南）

「ペチュニア（アレグラ混合）」

2024年度
京都府春季花き品評会

５
月
２２
日
、京
都
府
花
き
生
産
組
合
連
合
会

主
催
に
よ
る
京
都
府
春
季
花
き
品
評
会
が
宇

治
市
の
大
原
総
合
花
き
市
場
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、府
内
各
地
域
よ
り
切
花
・
枝
物
４９

点
と
鉢
物
・
苗
物
２１
点
が
出
品
さ
れ
、特
別
賞

の
最
高
位
で
あ
る
農
林
水
産
省
近
畿
農
政
局
長

賞
に
大
山
崎
支
店
管
内
の
石
田
孝
雄
さ
ん
が
出

品
さ
れ
た「
バ
ラ（
ジ
ュ
ミ
リ
ア
）」が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
京
都
中
央
管
内
の
特
別
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（ 

）は
所
属
支
店
名

▽
農
林
水
産
省
近
畿
農
政
局
長
賞
・
石
田
孝
雄
さ
ん（
大
山
崎
）・「
バ
ラ（
ジ
ュ
ミ
リ
ア
）」

▽
京
都
市
長
賞
・
吉
川
耕
平
さ
ん（
洛
南
）・「
ペ
チ
ュ
ニ
ア（
ア
レ
グ
ラ
混
合
）」

▽
京
都
市
長
賞
・
原
田
亮
平
さ
ん（
向
島
）・「
ヒ
マ
ワ
リ（
ス
マ
イ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
）」

▽
近
畿
花
き
振
興
協
議
会
長
賞
・
月
本
雅
治
さ
ん（
洛
南
）・「
バ
ラ（
サ
ム
ラ
イ
ス
プ
レ
ー
）」

▲ 農林水産省近畿農政局長賞
石田孝雄さん（大山崎）
「バラ（ジュミリア）」
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萩・長門湯本温泉萩・長門湯本温泉33日間日間萩・長門湯本温泉3日間

家族家族のの日日
11月17日（日）は
家族の日

家族の日家族の日第1回 絵画コンクール

作品大募集！作品大募集！
ご応募は管内にお住まいの12歳までのお子様に限ります。
当ＪＡ店舗にて応募用紙をお渡ししますので、応募作品の裏に貼り付けてください。
公式 HP からもダウンロードできます。（A4 サイズ）
※作品の提出は店舗までお願いします。※郵送等の受付はしておりませんのでご了承ください。

テーマ

日　　程

募集人数

旅行代金

募集締切日

部　門

賞：各部門

応募締切

最優秀賞 1 名・優秀賞 1 名・
入賞 3 名

家族との楽しいふれあい

大谷山荘に泊まる！パワースポットの旅

①らくがき部門 :0 歳～ 6 歳未満
②お絵かき部門 :6 歳～ 12 歳以下

2024 年9月13日金
※作品提出必着 

2024年9月17日㈫
（9月26日㈭よりキャンセル料が発生）

往復新幹線利用。萩遊覧船や萩絵付け体験もあります。

80名（最少催行人数35名）
1日目のご宿泊先
萩温泉 萩本陣

角島大橋

元乃隅稲荷神社
（写真はイメージです。）

2日目のご宿泊先
長門湯本温泉
大谷山荘

129,800円（4~6名一室利用）

結果は広報誌 11月号、
ホームページで発表！

ご応募いただいた
お子様には
素敵な賞品を
プレゼント !

2024年10月16日㈬〜18日㈮

ママさん大学

ご案内
 第40回 JA 京都府ママさん大学
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ＪＪＡＡ京京都都中中央央限限定定

自動車保険証券をお預かりさせていただいた方全員に
便利なギフトセット（ラップセットまたは防災セッ
ト）をプレゼントさせていただきます！

実施期間
2024年5月1日～2025年3月31日

※ギフトセットイメージ

ＱＲコードからも簡単に
お見積りいただけます！

またＱＲコードのキャンペーンＷebサイトからご応募
いただくと、抽選で総計14,000名様に豪華賞品が当た
ります！

※在庫がなくなり次第終了となります。

ぜひ、この機会にお見積りください！

※ギフトセットイメージ
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人
生
に
加
え
る
ち
ょっ
と
し
た
お
話

む
ら
こ
ず
ろ
よ
い
あ
れ
ふ

弁
護
士
・
弁
理
士
・
薬
剤
師 

加か

古こ 

尊た
か

温は
る

加
古
総
合
法
律
特
許
事
務
所

「
相
続
人
が
誰
も
い
な
い
と
き
」と
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
人
に
、も
と
か
ら
相
続

人
に
当
た
る
親
族
が
い
な
い
と
き
だ
け

で
は
な
く
、相
続
人
全
員
が
相
続
放
棄

を
さ
れ
た
と
き
も「
相
続
人
が
誰
も
い

な
い
と
き
」に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、「
相
続
人
が
誰
も
い
な
い
と

き
」に
、亡
く
な
ら
れ
た
方
の
自
宅
や
田

畑
や
預
貯
金
な
ど
の
相
続
財
産
や
借
金

な
ど
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、お
話
し
ま
す
。

ま
ず
、こ
の
よ
う
な
と
き
に
、家
庭
裁

判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
続
財
産
清
算
人
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

相
続
財
産
清
算
人
は
、主
に
、相
続
財
産

を
管
理
し
な
が
ら
、不
動
産
や
預
貯
金

や
株
式
な
ど
の
相
続
財
産
を
売
却
し
た

り
解
約
な
ど
を
し
て
、す
べ
て
金
銭
に

換
え
て
、
こ
の
金
銭
を
使
っ
て
、
亡
く

第
28
回
　
テ
ーマ

「
相
続
人
が

　 

誰
も
い
な
い
と
き
」

な
ら
れ
た
方
の
借
金
の
返
済
や
医
療
費

や
介
護
費
用
や
税
金
な
ど
の
支
払
い
を

行
っ
て
、そ
の
後
、残
っ
た
金
銭
を
国
庫

に
納
め
る
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、

相
続
人
で
あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
が
、「
相
続
人
が
誰
も
い
な
い
」

こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
手
続
き
が
で
き
ず
、

や
む
を
得
ず
、家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て

を
行
っ
て
、相
続
財
産
清
算
人
に
こ
れ
ら

の
手
続
き
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

も
っ
と
も
、「
相
続
人
が
誰
も
い
な
い

と
き
」に
は
、必
ず
家
庭
裁
判
所
に
申
し

立
て
を
し
て
、相
続
財
産
清
算
人
を
選
任

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
裁
判

所
に
申
し
立
て
を
す
る
だ
け
で
も
、費
用

が
か
か
り
ま
す
し
、申
し
立
て
の
書
類
を

作
成
す
る
の
も
大
変
で
す
。
ど
う
し
て

も
、家
庭
裁
判
所
に
相
続
財
産
清
算
人
を

選
任
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
き
だ

け
、そ
の
必
要
が
あ
る
方（
人
、法
人
な

ど
）が
申
立
人
と
な
っ
て
、家
庭
裁
判
所

に
申
し
立
て
を
行
え
ば
十
分
で
す
。

相
続
財
産
清
算
人
を
選
任
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
と
き
の
例
と
し
て
は
、次

の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①�

債
権
者
と
し
て
、亡
く
な
ら
れ
た
方

に
対
す
る
債
権
を
回
収
し
た
い
場
合

②�

成
年
後
見
人
で
あ
っ
た
方
が
、財
産

を
引
き
継
ぎ
た
い
場
合

③�

特
別
縁
故
者
と
し
て
財
産
分
与
を

受
け
た
い
場
合

④�

近
隣
の
方
が
、空
き
家
に
よ
る
倒
壊

な
ど
の
被
害
を
防
止
し
た
い
場
合

こ
の
う
ち
、③
に
つ
い
て
、少
し
だ
け

説
明
し
ま
す
と
、民
法
で
は
、亡
く
な
ら

れ
た
人
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
者
、

亡
く
な
ら
れ
た
人
の
療
養
看
護
に
努
め

た
者
そ
の
他
亡
く
な
ら
れ
た
人
と
特
別

の
縁
故
が
あ
っ
た
者（
こ
れ
ら
の
者
を「
特

別
縁
故
者
」と
い
い
ま
す
。）の
請
求
に

よ
っ
て
、こ
れ
ら
の
者
に
、相
続
財
産
の

全
部
又
は
一
部
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、

こ
の
場
合
、亡
く
な
ら
れ
た
人
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
た
内
縁
の
配
偶
者
や
亡

く
な
ら
れ
た
人
の
療
養
看
護
に
努
め
て

い
た
親
族
な
ど
が
、相
続
財
産
清
算
人
か

ら
、財
産（
金
銭
）の
一
部
を
受
け
取
る
た

め
に
、家
庭
裁
判
所
に
対
し
て
相
続
財

産
清
算
人
の
申
し
立
て
を
す
る
だ
け
で

は
足
り
ず
、さ
ら
に
、別
の
申
し
立
て
を

行
っ
て
、自
ら
が
特
別
縁
故
者
に
該
当
す

る
と
家
庭
裁
判
所
に
認
め
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に「
相
続
人
が
誰
も
い
な
い
と

き
」に
は
、相
続
財
産
清
算
人
し
か
、相
続

財
産
の
管
理
や
処
分
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、他
人
に
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
な
方
は
、

遺
言
書
を
作
成
し
た
り
、死
後
事
務
委
任

契
約
書
を
作
成
す

る
こ
と
も
検
討
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

連載
第28回

相
続
人
が

い
な
い
…
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No.40No.40わ が 家 の 宝 物

ス マ イ ル キ ッ ズ

う ち の ペ ッ ト

ご主人はご主人は　　

伊伊
いい

勢勢
せせ

戸戸
とと

　　朔朔
さくさく

宙宙
ひろひろ

  くんくん 8歳 8歳
梛梛

なな

心心
ここ

  ちゃんちゃん 1歳 1歳
　　　　　　　　（高雄支店）（高雄支店）

JA京都中央管内の可愛らしいペットをご紹介します。

JA京都中央管内の素敵なお子さまをご紹介します。

仲良し兄妹です。
元気に育ってね。

お父さん ：信
のぶ

司
かづ

 さん

お母さん ： 恵
めぐみ

 さん

　高橋　平和さん　高橋　平和さん
（高雄支店）（高雄支店）

ペットの名前：ジーンちゃん
（１３歳のシェットランドシープドッグ、女の子)   
我家のアイドルです。年令とともに少しずつ
手がかかるようになってきたけど、いつまでも
元気で長生きしてほしいです。

NOO.42
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最
近
、各
地
で
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
猛
暑

や
大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
異

常
気
象
の
対
策
を
家
庭
菜
園
で

も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

［
高
温
対
策
］

①
遮
光　

　

強
い
日
差
し
で
温
度
が
上
が

り
、発
芽
障
害
や
幼
苗
に
葉
焼

け
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
き
床
の
上
に
よ
し
ず
を
か
け

た
り
、寒
冷
し
ゃ
の
ト
ン
ネ
ル
で

遮
光
し
ま
す（
図
1
）。
た
だ
し
、

遮
光
し
過
ぎ
る
と
苗
が
徒
長
す

る
の
で
、
適
度
な
遮
光
が
必
要

で
す
。
遮
光
資
材
は
、遮
光
率

50
%
程
度
を
選
び
、夜
間
や
曇

雨
天
時
は
取
り
除
く
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。
終
日
に
わ
た
る
遮
光
で

は
20
%
程
度
の
も
の
を
使
い
ま

す
。

②
灌か

ん

水す
い　

　

夏
の
水
や
り
は
早
朝
や
夕
方

に
行
う
の
が
原
則
で
す
。
日
中
の

灌
水
は
、お
湯
を
か
け
る
よ
う
に

な
り
、茎
葉
を
傷
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
水
が
十
分
に
あ
れ
ば
、

畝
間
の
灌
水
も
有
効
で
す
。

③
マ
ル
チ

　

土
の
乾
燥
防
止
の
た
め
、地
面

に
敷
き
わ
ら
や
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
マ

ル
チ
を
し
て
、蒸
散
を
防
ぎ
ま
す
。

白
や
銀
色
の
光
を
反
射
す
る
フ
ィ

ル
ム
は
、地
温
を
下
げ
る
効
果
も

あ
り
ま
す
。

［
強
風
対
策
］

①
防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置　

　

風
上
側
に
防
風
ネ
ッ
ト
を
設

置
す
る
と
ネ
ッ
ト
の
高
さ
の
約

10
倍
の
距
離
ま
で
減
風
効
果
が

あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
網
目

4
mm
程
度
、
高
さ
1
m
程
度
の

ネ
ッ
ト
が
良
い
で
し
ょ
う（
図
2
）。

非
常
に
大
き
な
風
圧
が
か
か
る

た
め
、ネ
ッ
ト
を
支
え
る
支
柱
は

丈
夫
な
単
管
パ
イ
プ
な
ど
を
使
い

ま
す
。

②
早
期
の
収
穫　

　

ト
マ
ト
で
は
着
色
を
始
め
た
果

実
、ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
は
や
や
小
さ

く
て
も
収
穫
し
ま
す
。
ト
マ
ト
は

収
穫
の
終
わ
っ
た
下
の
葉
を
取
り

除
い
て
、少
し
で
も
風
圧
を
避
け

ま
し
ょ
う
。

③
支
柱
の
補
強

　

ト
マ
ト
、ナ
ス
な
ど
の
支
柱
は

し
っ
か
り
固
定
し
直
し
、斜
め
支

柱
で
補
強
し
ま
す
。
台
風
が
予

想
さ
れ
る
と
き
は
、ト
マ
ト
で
は

支
柱
を
外
し
て
茎
葉
を
倒
し
て

お
き
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
ー
な
ど
の
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、上
の
ひ
も
を

ほ
ど
い
て
落
と
し
て
お
く
こ
と
も

考
え
ま
し
ょ
う
。

④
べ
た
が
け

　

幼
苗
が
風
で
振
り
回
さ
れ
る

と
葉
が
ち
ぎ
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、

不
織
布
の
べ
た
が
け
は
幼
苗
の
保

護
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
台
風

時
に
は
防
風
ネ
ッ
ト
を
草
丈
の
低

い
野
菜
に
べ
た
が
け
し
、飛
ば
さ

れ
な
い
よ
う
に
押
さ
え
ま
す
。

［
大
雨
対
策
］

①
排
水
を
良
好
に　

　

速
や
か
に
水
が
引
く
よ
う
に
、

菜
園
の
周
囲
と
畝
間
に
排
水
溝

を
作
って
お
き
ま
す
。

②
高
畝　

　

水
田
転
換
の
畑
な
ど
水
が
た

ま
り
や
す
い
畑
で
は
、高
畝
に
し

ま
す
。
種
ま
き
直
後
は
、種
の
流

出
を
防
ぐ
た
め
、不
織
布
の
べ
た

が
け
で
保
護
し
ま
す
。

③
雨
よ
け　

　

ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
で
雨
よ
け

が
で
き
ま
す
が
、夏
は
裾
を
開

け
て
十
分
な
換
気
が
必
要
で
す
。

ト
マ
ト
で
は
鉄
パ
イ
プ
で
軒
高
の

あ
る
雨
傘
を
作
れ
ば
、果
実
の
裂

果
対
策
に
も
な
り
ま
す（
図
3
）。

夏
の
高
温
&
風
雨
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

あ
な
た
も
チ
ャレ
ン
ジ
！ 

家
庭
菜
園

1家族1,000円
1会場12組（24名）　

当JA管内にお住まいの小学生の
お子さんとその親（原則親子2名）

2024年
8月18日日  岩倉支店
8月24日土  向日支店
両日とも、午前10時30分から午後2時頃

2024年7月31日水

専用チラシは各支店でご用意して
います。また、当JAホームページ
からダウンロードできます。

※定員となり次第、締切りとさせていただきます。

三角巾（親子分）、お子さんのエプロン
※親御さんのエプロンはＪＡで
　ご用意します。

開催日時・
場所

ご準備いただく物

対  象  者

募集人数

応募方法

応募締切日

参  加  費 京都銀行寺戸公民館

N

イオンフード
スタイル東向日店

ライフシティー
東向日

JA 京都中央
向日支店

東
向
日
駅
阪
急
京
都
線

JA 京都中央
岩倉支店

叡山電鉄鞍馬線

岩倉図書館

岩倉中通

山住
神社

忠在地
公園

明徳
小学校

岩倉駅

N

向日支店調理室

京都銀行寺戸公民館

N

イオンフード
スタイル東向日店

ライフシティー
東向日

JA 京都中央
向日支店

東
向
日
駅
阪
急
京
都
線

JA 京都中央
岩倉支店

叡山電鉄鞍馬線

岩倉図書館

岩倉中通

山住
神社

忠在地
公園

明徳
小学校

岩倉駅

N

岩倉支店調理室

親子料理教室のご案内親子料理教室のご案内第２回

図1遮光図3 雨よけ

図2 防風ネットの設置

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎
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ジャガイモの
とろ～りチーズもち

トマトのファルシー

ジャガイモの生産も盛んな愛知県南知多町。
新じゃがはもちろんですが、わが家では寒くなると
子どもや孫に作って喜ばれる定番メニューです。

栄養たっぷりで夏を感じさせるトマトをメインにした一品。
見た目もかわいらしく、子どもたちにも人気です。

材　料 作り方

作り方

全国から応募のあったレシピの中から、今回はこの２品をご紹介！

材　料

❶�トマトの底の部分に浅く切れ目を入れ、沸騰した湯にそっと入れる。
❷�10�秒ほどしたら取り出して氷水につけ、切り目を入れたところから
皮をむく。ヘタの部分はフタ用に切り、底の部分は置きやすいよう
に切る。

❸�皮むきしたトマトを包丁で縁に沿って切り目を入れ、中身をスプーンでくり抜く。
中身はザルに入れて水気を切る。

❹くり抜いたトマトとフタをバットに並べ、冷蔵庫で冷やす。
❺�卵がひたる程度の水と塩少々を鍋に入れ、火にかけて沸騰したら中火で
約10�分茹で、すぐに冷水につけて殻をむく。

❻�タマネギとゆで卵をみじん切りにし、水気を切ったトマトの中身、ツナ、マヨ
ネーズ、塩を混ぜ合わせる。
❼冷やしておいた④のトマトの器の中に⑥の具を詰める。
❽パセリを散らしてフタを添えて完成。

ジャガイモ� ������� 800g
ベーコン���������� 80g
ピザ用チーズ�������� 100g
片栗粉��������� 大さじ4
牛乳�� �������� 大さじ2
バター������������適量
塩・コショウ� ������各適量
［つけ合わせ］
　ミニトマト�� ������ �適量
　キュウリ��������� �適量

❶�ジャガイモは皮をむいて一口大に切り、串が刺さるくらいまで茹でて、
熱いうちにマッシャーでつぶす。

❷ベーコンは小さく切って炒める。
❸�ボウルに①のジャガイモ、片栗粉、牛乳、②のベーコン、塩・コショウ
を加えてよく混ぜる。

❹丸く成形してピザ用チーズを包み込む。
❺フライパンにバターをひいて、弱火できつね色になるまで両面を焼く。
❻つけ合わせの野菜を飾って完成。

4人分

・・地域地域のの我我がが家家のの  !!味味 味味
母から子へ伝えたい

チーズの量はお好みで調整してください。 モッツァレラチーズが
あれば、 ぜひ入れてみて。 焼きたての熱い状態はもちろん、
少し冷めるとチーズがなじんでジャガイモのおやきみたいになって
楽しめます。 ジャガイモの分量もお好みで色々変えてみてください。

トマト、 ゆで卵の皮むきは、氷水や冷水につけると
きれいにむけます。

トマト（中）�� ���������� ４個
タマネギ�����������1/4�個
卵�� �������������2�個
ツナ������������ �小1�缶
マヨネーズ� �������� 大さじ1
塩�� �������������少々
パセリ������������ 大さじ1
塩（ゆで卵用）�� ��������少々

4人分
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広
報
誌「
ふ
れ
あ

い
」毎
回
楽
し
み
に
拝

読
し
て
い
ま
す
。
昨

今
の
物
価
高
、
朝
市

の
野
菜
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

〈
海
印
寺
支
店
管
内
〉ト
コ
ち
ゃ
ん
さ
ん

　

野
菜
が
高
く
な
り
自
分
で
作
物
が

収
穫
で
き
る
と
野
菜
作
り
が
楽
し
く

な
り
ま
す
。

〈
向
日
支
店
管
内
〉小
野
　
寿
美
栄
さ
ん

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
孫
と
考

え
て
解
く
の
が
楽
し
い
で
す
。

〈
洛
南
支
店
管
内
〉木
原
　
節
子
さ
ん　

　

５
月
号
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
コ
ー
ナ
ー

で
ネ
ギ
農
家
さ
ん
の
記
事
を
読
ん
で

「
ネ
ギ
調
整
機
」と
い
う
皮
む
き
機
が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

様
々
な
機
械
や
方
法
で
野
菜
を
育
て

て
い
る
農
家
さ
ん
の
お
話
が
書
か
れ

て
い
る
の
で
、毎
回
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

〈
岩
倉
支
店
管
内
〉平
岡
　
千
明
さ
ん

　

実
家
の
中
川
地
区
の
清
滝
川
。
今

年
も
そ
ろ
そ
ろ
ホ
タ
ル
の
季
節
。
去

年
と
同
様
に
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
と

い
い
な
あ
。

〈
高
雄
支
店
管
内
〉ポ
ン
吉
さ
ん

　

広
報
誌「
ふ
れ
あ
い
」い
つ
も
楽
し

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

広
報
誌
２
０
１
９
年
９
月
号
の
お
便

り
コ
ー
ナ
ー
で
掲
載
い
た
だ
い
た
猫

（
ヒ
ー
ロ
ー
）は
今
も
元
気
で
す
。
少

し
肥
満
で
す
。
私
も
今
年
は
９２
歳
、

ヒ
ー
ロ
ー
も
老
猫
で
す
。

〈
高
雄
支
店
管
内
〉井
倉
　
英
雄
さ
ん

ペ
ン
ネ
ー
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

5月号の
当選者

5月号の解答
「ピクニック」

小野寿美栄さん （向日支店管内）

山口　憲司さん （大原野支店管内）

木原　節子さん （洛南支店管内）

やまちゃんさん （岩倉支店管内）

ポン吉さん （高雄支店管内）

ペンネーム 

梶原　陽子さん （神足支店管内）

小山　博之さん （乙訓支店管内）

トコちゃんさん （海印寺支店管内）

大北　直美さん （大山崎支店管内）

喜多　文子さん （向日支店管内）

ペンネーム 

正解いただいた方の中から抽選で10名様に粗品を
進呈いたします。 当選者発表は9月号です。

Q  二重マスの文字を A〜E の順に並べてできる言葉は何で
しょうか？

①クロスワードの答え
②感想・身近なニュース
③特に気になった記事

一部ハガキをお便りコーナーで
紹介することもございます

絵・イラストなど

あ
な
た
の  

住  

所

支
店
名

　お
名
前

ペ
ン
ネ
ー
ム

（
お
名
前
で
ご
紹
介
し
て
良
い
場
合
は
、記
載
不
要
で
す
）

①クロスワードの答え
②感想・身近なニュース
③特に気になった記事

一部ハガキをお便りコーナーで
紹介することもございます

絵・イラストなど

あ
な
た
の  

住  

所

支
店
名

　お
名
前

ペ
ン
ネ
ー
ム

（
お
名
前
で
ご
紹
介
し
て
良
い
場
合
は
、記
載
不
要
で
す
）

応募締め切りは8月9日㈮消印有効です。

出
題
　
ニ
コ
リ

❶  七夕の短冊を付ける植物
❷  鳥が羽ばたかせるもの
❸  東北地方で牛のこと
❹だしじゃことも呼ばれます
❺  ひ孫の子どもです
❼ロンドンの――空港は 
英国最大の国際空港です

❶ 

小
説
を
書
く
人
を
こ
う
呼
ぶ
こ
と
も

❸
貼
り
合
わ
せ
て
合
板
を
作
り
ま
す

❻ 

ア
ジ
や
イ
ワ
シ
と

並
ん
で
よ
く
食
べ
ら
れ
る
青
魚

❼ 

天
の
川
を
渡
っ
て
織
り
姫
に
会
い
に

行
き
ま
す

❽
春
が
ス
プ
リ
ン
グ
な
ら
夏
は

❿
目
で
見
え
る
範
囲
の
こ
と

⓬
手
首
の
こ
と
。
―
―
バ
ン
ド

⓮ 

2
0
2
4
年
の
夏
季
五
輪
が

行
わ
れ
る
都
市

⓰ 

渡
り
―
―
を
通
っ
て
隣
の
校
舎
へ

行
っ
た

⓲
ア
ウ
タ
ー
の
反
対
語

⓴ 

ウ
イ
ス
キ
ー
は
こ
の
中
で

熟
成
し
ま
す

㉒
病
気
の
治
療
や
予
防
に
使
わ
れ
ま
す

㉓
打
ち
上
げ
―
―
、線
香
―
―

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ
❾  ポンポンと地面で突いて遊びます
⓫  高校球児が試合をするときに履きます
⓭ピサにあるものは傾いていることで有名です
⓯  シャンプーの後で使う人もいます
⓱侍が腰に差していたもの
⓳――ふり構わずがむしゃらに取り組んだ
㉑漢字などに付ける小さな文字

ペンネーム 

大石　彩和さん
（洛南支店管内）

てんてん丸さん
（岩倉支店管内）

ペンネーム　
やまちゃんさん
（岩倉支店管内）

ペンネーム　
山口　憲司さん
（大原野支店管内）

松村　みよ子さん
（大原野支店管内）

鈴岡　建夫さん
（高雄支店管内）

お便りの
コーナー
お便りの
コーナー
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中
井
　
勝
司

公式 LINE

表紙
の紹介

【洛南支店】
生産者

奥
お く

川
が わ

 正
ま さ

芳
よ し

さん（44）

　キャベツやナスなどの露地野菜を中心に栽培して
おられ、洛南支店の青壮年部の部長もされている奥川正
芳さんをご紹介。
　詳しくは４～５ページをご覧ください。

神 足 支 店
乙 訓 支 店
海印寺支店
大山崎支店

向 日 支 店
大原野支店
久 世 支 店
羽束師支店

淀 支 店
洛 南 支 店
向 島 支 店
岩 倉 支 店

高 雄 支 店
竹田出張所

075-951-1188
075-951-4384
075-952-3121
075-956-2135

075-933-1161
075-331-0211
075-921-2166
075-921-6131

075-631-3337
075-601-6175
075-601-2136
075-781-8228

075-872-1230
075-647-7337

https://kyo-ja.com/ JA京都中央075-955-8572本店信用部

スマホ・タブレットからもアクセス！

※1口あたり10万円以上、個人の方に限ります。
※お預け入れは自動継続に限らせていただきます。
※お預け入れは店頭金利となります。
※金利上乗せをした定期貯金は、本企画の対象外となります。
※お利息に20.315%（国税15.315%・地方税5%）の分離課税がかかります。
※満期日前にご解約された場合は、JA所定の中途解約利率を適用いたします。

※貯金保険制度の付保対象貯金です。1JAごとに貯金者1人当たり元本1,000
万円までとその利息が保護の対象となります。（決済用貯金以外の複数の貯金
口座がある場合には、それらの貯金元本を合計して1,000万円までとその利息
が保護されます。）
※店頭に説明書をご用意しております。
※写真やイラストはすべてイメージです。

◎新規お預け入れ1口あたり10万円以上
◎対象期間内に満期到来した定期貯金に10%以上
　もしくは10万円以上増額での書替

スーパー定期貯金対 象
商 品

詳しくは各支店窓口、または渉外担当者にご相談ください。

サマーキャンペーン
日頃のご愛顧に感謝して！

スーパー定期貯金スーパー定期貯金スーパー定期貯金スーパー定期貯金

キキャ
2024

（期間1年、自動継続、個人の方限定）

3 月
6

2024年

31水
7

2024年

◎自動応募方式（本定期貯金を契約された方へ自動的に抽選権をお付け
　いたします）
◎抽選番号（抽選券）の発行はいたしませんのでご了承ください。
◎当選はお一人様最大1本とします。
◎抽選日までにご解約された方は抽選の対象外となります。
◎商品のお渡しは当選のご本人様に限らせていただきます。

スーパー定期10万円ごとに1本の
抽選権を付与します。

当選発表

抽 選 日
当選者には商品のお届けをもって
発表に替えさせていただきます。

2024年8月上旬予定

抽 選 権

もれなくプレゼント！
対象商品をお預け入れの方に

PresentPresent
1

PresentPresent
3もれなくプレゼントもれなくプレゼント

対象商品をお預け入れの方にPresentPresent
2

対象商品をお預け入れの方に
もれなくこちらもプレゼント！

※ご利用券のプレゼントは2024年7月19日までとなります。
※プレゼントは募集期間内でお一人様1回限りといたします。
※数に限りがありますので、無くなり次第終了となります。

※当選商品のメロンが天候不良などの影響により入荷できなかった場合は、他の農産物に変更する場合がありますのでご了承ください。
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たっぷり
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　清涼感
たっぷり

のメロン
です！！！！

期間中、対象商品を
お預け入れいただいた70名様に

が抽選で当たります！
京都府産久美浜砂丘メロン
2個入

水に濡ら
して

水に濡ら
して

　絞って
ひんやり

　絞って
ひんやり

！

涼感タオル1枚

※プレゼントはお一人様1点限りといたします。
※色のご指定はできません。
※数に限りがありますので、無くなり次第終了
　となります。

◎サイズ：約90×20cm
◎色：ブルーまたはグレー
◎材質：ポリエステル

2024年
7月20日（土）

京都パルスプラザ
にて開催!!

JA京都中央
ふれあい感謝祭
2024

キッチン
カーも

来るよ！
！

JA京都中央 ふれあい感謝祭2024
ご利用券 1セット（100円券×5枚）

ふれあい感謝祭2024 ご利用券

JA京都中央
ふれあい感謝祭2024 ご利用券

JA京都中央
ふれあい感謝祭2024 ご利用券

JA京都中央
ふれあい感謝祭2024 ご利用券

JA京都中央
ふれあい感謝祭2024 ご利用券

JA京都中央

詳しくは各支店窓口、または渉外担当者にご相談ください。
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